PDF 版 


ご使用上のご注意 


ツインバードエ業株式会社は、この資料並びにコンテンツの著作権を有しています。 
この資料並びにコンテンツは、著作権等の法律で保護されており、お客様はこの資 
料並びにコンテンツに関し下記の条件でのみ利用することが出来ます。 


1. お客様は非営利目的に限り、ダウンロード、および使用することができます。 

2. お客様がダウンロード、使用するときは、この著作権表示および使用条件を 
一緒に付す必要があります。 

3. お客様はこの資料並びにコンテンツを改変したり、頒布、公衆送信、上映等 
に利用することはできません。 

当社および当社の関係会社は、お客様に対してこの資料並びにコンテンツに関する 
著作権、特許権、商標権、意匠権およびその他の知的財産権をライセンスするもので 
はありません。並びに資料およびコンテンツの内容についてもいかなる保証をするも 
のでもありません。 

またこの資料、並びにコンテンツ内に別の定めがある場合は、当該著作権の表示、 
使用条件を遵守する必要があります。 

※このコンテンツは We b 上での使用を前提とし再編集を加えているため、必ずしも製品添付の 
取扱説明書と同一ではありません。特にページ順は編集上、入れ替えている場合があります。 

※この資料並びにコンテンツの内容は、それぞれの商品の発売時点のものです。 


※デザイン、仕様は商品改良のため予告なく変更する場合があります。 


感動をデザインします 

TWINBIRD 


家起用 

電子レンジ 
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取扱説明書 




■このたびは、お買い上げいたださま 
して、誠にありびとうございました。 
■この取扱説明書をよくお読みのラえ、 
正しくご使用ください。 

特に「安全上のごを意」は、ご使用 
前に必ずお読みいたださ、安全にご 
使用ください。 

■この取扱説明書は必ず保管し、必要 
なとさにお読みください。 

■この製品は一般家庭用です。 

業務用などにご使用にならないでく 
ださい。 
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安全上のご注意 


必ずお守りください。 


製品および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人へのち喜と財産への損喜を未然に 
防ざ、安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載していまず。次の内容（表 
示•図記号）をよく理解してか5本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


• 表示の説明 


「死 t または重傷を負ラ 
AigBI 差し迫ったを険の発生が 
想定される」内容です。 

「死 t または重傷を負ラ 
ASg ことが想定される」内容 
" です。 

「傷害を負う、または物 

蔵意鑑員敦 ff 霜話が 

♦図記号の説明 

[ ( S ®®® は、してはいけない「禁止」の内容でず。 

〇 ^は、必ず実行していただく「強制」の内容です。 ] 


A ち巧 


/<1^絶巧に分解したり修理•改 
分黨止勘ホ行わないでくださし、。 



発火•感電-けびの 
原因になります。 
修理は、お買い上げ 
の販売店または「お 
客様サービス係」に 
ご相談ください。 


0 

禁止 



排気□や穴などにピンや 
針金などの金属物や異物- 
指を入れないでください。 


やけど•感電•けびを 
する恐れびあります。 
異物び入った場合は、 
販売店または「お客 


様 サービス 係」 へ ご 
相談ください。 


• A 警告 


e 


アース線を確実に取付けてください。 


故障や漏電のとさに、感電の原因になります。 

アース線を 取付けは販売店または最寄りの電気工事店にご相談ください。 

if 、 ず接続せよ_ 


アース線の取付け方法 


アース 



アース付きコンセントがない場合 

販売店または電気工事店にアース 
工事 （ D 種設置工事）を依頼して< 
ださい。 


付きコンセントびある場合 

ア-ス専用端モ 7"-ス線先端 

の皮をむさ、 

パース U 而千に 
確実に固定し 
ます。 

1已 mm 

参ガス管や水道管、電話や避雷針のアース線には絶巧に接続しないでください。 

水気や湿気のをい所に設置する場含は、お買い上げの販売店または電気工事店に 
依頼して、必ずアースエ事 （ D 種接地工事）をしてください。 

湿気のをい場所 

飲食店の厨房、±間-コンクリート床、酒-しょう油などの釀造-貯蔵所。 

水気のある場所く漏電遮断機ら設置する> 

八百屋•魚屋など水を扱ラ所、水滴の飛び散る所、地下室など結露び起さやすい所。 


1 


0 

禁止 


電源プラグに異物やごみ 
を付着させないで < ださい。 

乂災•感電の原因になります。 

特に転居する際はごを意ください。 


禁止 


定格周波数於外では使わ 
ないで < ださい。 

感電•ショート-発火の原因に 
なります。転居する際はごミ主意 
<ださい。 


运 


お手入れの際は必ず電源 
_ プラグをコンセントか!5 

プフ^巧ぐ抜いてください。また、 
(W めれた手で抜き差ししな 
めれ手禁止 いでぐださい。 

感電や事故の原 
因になります。 



禁止 


電源コードや電源プラグ 
が傷んでたり、コンセン 
卜の差込みがゆるいとき 
は使用しないで < ださい。 

感電•ショート-発火の原因に 
なります。 


Q 

禁止 


調理中に電源プラグを抜 
き差ししないでください。 

感電や発乂の原因になります。 
タイマーつまみを「切」にちど 
してから、電源プラグをあいて 
ください。 


0 

禁止 

0 

禁止 


電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工したり、無理に巧 
ばたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないで<ださい。 
また重い物を載せたり、挟み込んだりずると、電源コードが破損 
し、火災•感電の原因になりまず。 

熱に弱いらのを近づけないでください。 

たたみ-じゅラたん•テーブルク□スなどの敷物の上においたり、カーテンなどの 
燃えやすいをのや、スプレー吿を近づけないでください。引火や破裂したり、敷物 
などは変形-変色-反りの原因になります。 


警告 




定格 15 A 於上-交流10 0 V のコンセントを単独で使ってくださし、。 

他の器具と併用したり、延長コードやソケット、テーブルタップなどは使用しない 
で < ださい。 

分岐コンセント部び異常発熱して、発乂することびあります。 


、で 
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強制 

o 

強制 

處 

プラグを抜く 





A 注意 


水のかかる所ゃ乂気の近 
くで使わないでください。 

感電や漏電の原因になります。 



ドアび損傷した場合は、使 
用しないで < ださい。 

修理は販売店に依頼してください。 


電源プラグを抜くときは、 
電源コードを持たずに必 
ず先端の電源プラグを持っ 
て引き抜いてください。 

感電やシヨートして発火するこ 
とびあります。 

電源プラグは根元まで確 
実に差し込んでくださし、。 

感電や発熱により乂災の原因に 
なります。 

長期間使用しないときは、 
必ず電源プラグをコンセ 
ントか5めいて < ださい。 

やけどやけび、絶縁劣化による 
感電-漏電乂災の原因になります。 

不安定な場所では使用し 
ないで < ださい。 

落ちたり倒れたりしてけびの原因に 
なります。特に置さ台から本体びは 
みださないように設置してください。 

本体の上に物を置かない 
で < ださい。 

加熱したり、変形することびあります。 

ドアやとってに無理な力 
を加えないで < ださい。 

本体び倒れて、けびをしたり、 
電波漏れの原因になります。 

庫内やドアに物をぶつけ 
たり、ドアに物を挟んだ 
まま使わないでください。 

電波漏れによる障害び起こるこ 
とびあります。 


〇 製品が転倒-落下した場 
I 台は、外部に損傷がなく 
3 S 制ても使用しないでくださし、。 

感電や電波漏れすることびあり 
ます。ご使用前に必ず点検を依 
頼してください。 



丸皿やドアに衝撃を加えな 
いでください。急冷したり、 
水をかけたりしないでくだ 
さい。損傷した場合は、使 
用しないで < ださい。 

割れる恐れびあります。 



壁•家具などか510 cm 
じ Lb 離してください。 
(上面、側面、背面）ラッ 
クや棚の中に置いて使わ 
ないで < ださい。 





過熱して発乂 
や故障するこ 
とびあります。 

上面、側面、背面 
1 Ocm な上 



調理!;!外に使わないでく 
ださい。 

過熱-異常動作して、発火する 
ことびあります。 

庫内を収納庫として使わないでくだ 
さい。空の容器や庫内が空（食品 
なし)の状態で使用しないでください。 


^調理中や調理後しば5 くは、 
庫内.ドアやその周辺に 
と触れないでください。 

食品や付属品の出し入れは、乾 
し^ミトンなどを使用してください。 


- A 注 

庫内やドアに油•食品カス•煮 
汁などを付けたまま放置したり、 
加熱したりしなし、でくださし、。 

さび、発义-発煙などの原圆こなります。 
付着した場合は、本体び;令めて 
から必ずおさ取ってください。 

食品は加熱しずぎないで<ださい。 

発乂 • 発煙 • 突沸の恐れびあります。 

-根菜類（さつまいちなど）は、 

必要必上に力臟すると焦げたり • 

発煙-発乂の恐れびあります。 

• 少量の物、油び付いた物は発 
煙-発乂の恐れびありますので、 

様テを見なびら加熱します。 

•飲み物件乳•お酒-コーヒー- 
水など） や生クリーム •油脂分の 
多い液体などは食品を取り出すと 
さに突然沸騰して飛び散り(突沸)、 

やけどをすることびあります。 

-飲み物は加熱前にスプーンな 
どでかさまぜます。 

-加熱しすぎた時は、そのまま 
20秒ほど庫内で冷ましてか 
ら取り出してください。 

びん-密閉容器の栓やふ 
たをはずして < ださい。 

容器び破裂して、やけどやけび 
をすることびあります。 

鮮度保持材を入れたまま 
加熱しないでください。 

発火する恐れびあります。 

乳幼巧の5ルクの温めは、仕 
上がり溫度を確認してくださし、。 

やけどをする恐れびあります。中身 
をかさ混ぜて温度を均一にしてから、 

仕上がり温度を確認してください。 

調理中は庫内を時々確認 
して < ださい。 

プラスチック容器などの燃えやす 
い物を使う場合は、加熱中に発乂 
していないかを確認してください。 


局- 

金属類やアル5ホイルな 
どを使用して加熱しない 
で < ださい。 

内側びアルミホイルのレトルト食 
品や容器-金串-金網-アルミ 
ケース-アルミキヤップ-アル 
ミテープを使用して加熱しない 
で < ださい。 

乂巧び出て製品を傷めたりします。 
ただし肉や魚の解凍で、部分的 
に使うことびあります。 

庫内の食品か5発煙•発 
乂したときは、ドアを開 
けないで < ださい。 

ドアを開けると酸素び入り、勢 
いよく燃えます。 

次の処置をしてください。 

1. ドアを閉めたままタイマーつまみ 
を「切」にする。 

2. 電源プラグを抜く。 

3. 本体から燃えやすい物を遠ざけ、 

鎮乂するのを待つ。 

-鎮乂しない場合は、水か消乂器で消火する。 

-そのまま使用せず、必ず販売店に 
点検を依頼してください。 

〇 殻-膜などのある食品は 
I 切れ目や割れ目を入れて 
^ ® か!5加熱してください。 

イカや栗、銀杏などは破裂してや 
けどやけびをすることびあります。 

〇 ラップをはずずときは注 
意してください。 

3 s SI ラップをはずすときに、蒸気び 
一気に出てやけどやけびをする 
ことびあります。 


〇 卵は割りほぐしてか5加熱 
して<ださい。ゆで卵のあ 
3 S SEU たためちしないで<ださい。 

破裂してやけどやけびをするこ 
とびあります。 
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r ご使用の前に 



各部の名称とはた5き 




1. ドアを開けて、庫内の付属個包品を取り出します。 



①ドア固定用のテープをはびします。 

③ドアを開け、傷防止用のビニールシートを 
はずします。 

③ 丸皿（ガラス）を取り出します。 

④ 回転□ーラー固定用のテープをはびします。 


2. 回転□ーラーに丸皿（ガラス）をのせまず。 


①回転□ーラーび回転軸穴から ②回転□ーラーに丸皿（ガラス）をのせます。 

はずれていたら差し込みます。 



丸皿 
(ガラス) 

回輯 

□—フ ー 

回転卽 


3. ドアを閉めて、電源プラグをコンセントに差し込みます。 


①アース線を取付けます。 

(詳しくは、「アース線の取付けち法」 （1 ページ）をご覧ください。） 


③電源プラグをコンセントに差し込みます。 

アース線を接続ずる 



f わ J 頁し、) - 

テレビ•ラジオから上離してお使いください。画像の乱れ、雑音の原因に 
なります。 

V_ 


已 



あたため（「強」「中」「弱」）… ごはん、おかずのあたために。（加熱時間早見表]日〜]]ぺージ) 
冷凍食品（「中」）… 市販の冷凍食品などのあたために。（加熱時間早見表] ] ページ） 

广 あ Jk し 、 j -> 

食品の包装に記載されたワット数、時間を目安にしてください。 

解 凍（「解凍」） …カチカチに凍った食品の解凍に。 

材料はできるだけル分け （ 1日日呂〜3日日呂）にして、厚さも 3 cm 
じ(下にそろえて冷凍してください。 





丸皿（ガラス） 

回転□ーラーにのせて使います。 



回車ち□—ラー 


•破損したり、紛失したとさ 
は、お買い上げの販売店ま 
たは「お客様 サービス 係」 
にお問い合わせください。 





出力切り換え 
つまみ 


加熱時間 
表示 

タイマー 
つまみ 


加熱目ち 
表示 
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アルミ•ホー□一などの 
金属容器•ステンレス 



乂巧び出て、本体をいためるため使えません。 

♦金串-金網、金-銀道のフィルムやテープ、針金 
使えません。 


の入ったちのを 


そ 

の 

他 


木•竹•紙 




焦げたり、燃えたりして使えません。 



油分の多い料理は高温になり、溶けるため使えません。 


アルミホイル 



乂巧び出て使えませんび、肉や魚の解凍で、部分的に使うことびあ 
ります。魚の尾などにまいたりして、電波量を加減することびでさ 
ます。 


使える食器-使えない食器 〇 使えます 〉< 使えません 


使えない理由、または、使いかたにおいて使用できないことを記載しています。 


耐熱性のある容器 




急熱-急冷すると割れることびあります。 


耐熱性のない容器 


カツトガラス-強化ガラスも使えません。 


耐熱性のある容器 

鄉日 


(耐熱温度140で！; Lb ) 


「電子レンジ使用可能」表示のあるちのび使えます。ただしふたは、 
熱に弱いものびあるため耐熱温度を確認してください。 

♦油分-糖分の多い食品は高溫になるため耐熱温度を確認してください。 
時間をかけすざると変形したり溶けたりすることびあります。 


耐熱性のない容器 

(耐熱温度14ぴ C 未満） 


♦スチ □ー ル-ポリエチレン-メラミン- フエノー ル、ユリアなども 
溶けたり焦げたりして使えません。 


陶磁器 


急熱-急冷すると割れることびあります。 

•絵柄やひび、金銀模様のある器はいたんだり、火巧び飛び散ること 
びあるので使えません。 


漆器 


台© 


塗りびはげたり、ひび割れたりして使えません。 


金属•ステンレス 
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使いかた 


1 . 食品を庫内丸皿の上に 
置きます。 


丸皿は左ちどちらかに回転しますび、 
異常ではありません。 



3-タイマーつまみを回して 
時間を合わせまず。 

例）1分30秒は目盛の "1" と" 2" の 
中間に合わせます。 


2-出力切り換えつまみを 
合わせます。 

強：料理や飲み物の 
あたためのとさ。 

中：レトルト食品や 
. 冷凍食品のあたた 

S めのとさ。 

解凍：冷凍の刺身や肉 
の解凍のとき。 

弱：煮込み料理のとさ。 

4-でさあびり 

終了後「チーン」と鳴って庫内灯び消え 
たらでさあびりです。 


タイマーび切れる前にやめたし膺合は、 
必ずタイマーつまみを「切」に戻して 
からドアをあけてください。 

V_> 


タイマ-汾） 切 



/~ fc 巧 曲 


タイマーつまみを2分 
下の短い時間に設定 
するとさは、一度己分 
じ(上まで回してから戻 
してください。 




〔上手な使いかた 

) 

〈おたため〉 



•容器や皿に入れて加熱します。 

♦量び多いときは分けて加熱した方びより上手に仕上びります。 

♦ラップをするときは食品部をゆったりおおうようにかぶせてください。余裕びないと破 
裂の恐れびあります。 

♦ごはんやカレー等は、平たく均一に1人前ずつ包んで冷凍しておくと上手にあたたまります。 
♦ 飲み物のあたためのときはふたやラップはしないで、入れる量は容器の8分目程度にしてください。 

广 イ~お願い) - S 

L 加熱後、容器び熱くなっているので、度^さんなどで気をつけて取り出します。_ 

〈解凍〉 


♦平たく（厚さ 3 cm 政下）均一に]人前ずつ包んで冷凍しておくと上手に解凍でさます。 
♦量び多いとさは分けて;令凍した方びより上手に解凍でさます。 

' C ゎ願し、) - 

♦解凍び足りない場合は、出来具合いを見なびら、再度解凍してください。 

•発泡トレーは溶けたりするため、つかわないでください。 
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厂「設定時間の目ち」•出力を「強」に設定しまず。 _ J 

〈あたため（室温もの•冷蔵もの）〉 •食品は、丸皿の中央に置きます。參^■の食品は、ラップをします。 〈あたため（冷凍もの）〉 •食品は、丸皿の中央に置きます。參^■の食品は、ラップをします。 〈ゆで野菜〉 


食 ロロる 

分 量 

加熱時間 

コツとポイント 


ご は ん 

け不 （1 己〇宫） 

約]分 

かためのときは、霧吹きなどで水をかける。 


八ンバーグ 

] 個 （8 日呂） 

約]分 

一 


焼さとり 

目本 （1 已日 g ) 

約]分 

照りを出すため、先にタレをめる。 


天ぷら-フライ 

] 人前 （1 己日呂) 

約]分 

キッチンぺ-パ-や天ぷら敷綱こ重ならなしなうに並べる。 


いかは、はじ1 

することびお 

りますので、加熱時間は控えめにしてください。 


焼さそば 
スパゲティー 

] 人前に日日 g ) 

約1分30秒 

加熱後、かさ遲ぜる。また、ぱさ付いている 
とさは、サラダ油かバターをかし混ぜる。 

お 

:曰 

/nn 

ち 

の 

お 弁当 

] 人前 (4 日日呂) 

約1分30秒 

しよラ油などの入った容器-丸ごとのゆで卵- 
アルミケースなどは、取り出してから加熱する。 
(破裂や発煙のおそれあり） 

中身によって出来上びり具合び異なるため、 

様テを見ながら加熱する。 

- 

おにぎり 

] 個 （8 日呂） 

約3日秒 

一 

/で 

まんじゆう 

] 個お己呂） 

約20秒 

あんび熱くなるので控えめに加熱する。 

蔵 

ち 

の 


] 個 （1 lOg ) 

あんまんは、あ 
加熱すると発暦 

約4日秒 

底の紙を取ってサッと水にくぐらせ、]個 
ずつゆったりとラップに包む。 

肉まん • あんまん 

1んび先に熱くなり4た义上(室温-;令蔵をののときは、3分じ(上） 

^発乂のおそれびあるので、加熱時間は控えめにしてください。 







みそ 汁 

け不 （1 己〇呂） 

約]分 

一 


煮ち の 

] 人前に日日呂) 

約1分30秒 

一 


カレー-シチュー 

] 人前に日日呂) 

約1分30秒 

加熱後、かさ湿ぜる。 


どんぶりちの 

] 人前 (3 日日 g ) 

約三分 

一 


牛乳（冷蔵） 

]杯に日日 mL ) 

約1分30秒 

加熱前、加熱後をかさ混ぜる。 


お酒（常温） 

] 本 （18 日 mL ) 

約]分 

加熱前、加熱後をかさ湿ぜる。 


茶わん蒸しのあたため 

] 個 

3日〜6日秒 

様子を見なびら加熱する。 


□ールパンのあたため 

2個 （8 □呂） 

約2日秒 

時間びたつと固くなるので、食べる直前に加熱します。 


ラップをずるもの： 煮ちの、蒸しをの、汁ちの、調理済冷凍食品全般などしっとり仕上げたい場合。 
C お願い) ラップはかしゆとりをもたせてかぶせてください。 

ラップをしないもの： ごはんちの、揚げわの、焼きをの、調理済冷凍食品全般など炒めちの水分を 
飛ばしざみにしたい場合。 


レトルト食品等で日日 0 W び推奨されている場 S ま、出力を「中」に設定して様子を見なび！5溫めてくださし、。 



菱品名 

分 量 

加熱時間 

コツとポイント 


フライ 

4個（100呂） 

約1分30秒 

皿に並べる。 


ごはん 

け不 （1 己〇呂） 

約2分30秒 

一 


八ンバーグ 

] 個 （80 呂） 

約1分30秒 

加熱後、ラップをしたまま2〜3分蒸らす。 


焼さおにざり 

] 個 （80 呂） 

約]分 

一 

、么 

凍 

ち 

の 


] 個 （1 lOg ) 

あんま心1ん S 
加熱すると発お 

約1分〜 

] 分30秒 

底の紙を取ってサッと水にくぐらせ、 ] 個ずつ 
ゆったりとラップに包む。 

肉まん•あんまん 

うんび先に熱くなり4分必上煌温-冷蔵もののときは、3分 iiLh ) 

里-発火のおそれびあるので、加熱時間は控えめにしてください。 

今川焼さ 

] 個 （9 □呂） 

約1分30秒 

一 

ミックスベジタブル 

lOOg 

約1分30秒 

ルさく切ったにんじんなどの少量加熱は、乂花び 
出ることびあります。 ] 日日呂より少ない場合は、 

大さめの容器に野菜び入るぐらいの水を入れ、ふ 
たをして加熱してください。 

にんじん已日呂（水己日 mL ) で約2分加熱。 


里し^も 

30 Og 

約10分 

一 


しゆラまし " i 

] 袋に30呂） 

約3分 

両面に水を振りかける。 


ピラフ 

] 人前に己日 g ) 

約4分30秒 

あらかじめ、ほぐしてお<。 


根菜の加熱時間は目ちでず。分量や状態により加熱時間は異なりまず。 

必要1；(上に加熱すると焦げたり•発煙•発乂の恐れびあります。様子を見なび5加熱してくださし、。 



食品名 

分量 

加熱時間 

コツとポイント 

根 

じやびいち 
さつまいち 

] 已〇呂 

約3分 

丸ごとのとさ、丸皿の中央を避けて置く。 

菜 

にんじん 

200呂 

約6分 

用途に合わせて切り、あらかじめひたひたの水を 
加えてお<。 


だいこん 

200宫 

約4分 

大ささをそろえる。 

巧 

キャベツ-白菜 

200呂 

約2分30秒 

太い芯はあらかじめ、そいでおく。 

菓 

ほうれん草 

200呂 

約2分 

葉と茎を交互に重ねてラップに包む。 

占 

m 

カリフラワー 
ブ□ッコ U — 

200宫 

約2分30秒 

ル房に分け、あらかじめ食塩水につけてアク抜き 
をする。 

木 

菜 

グリーン 

アスパラガス 

200 g 

約2分30砂 

根元のかたい皮を取り、あらかじめ軽<塩でちん 
でお<。 


メニュー例 


>出力「弱」を使った煮么み料理例 




C カレーライス J 


G 肉じやが〕 


材料 （4 人分） 作りかた 


材料 （4 人分） 作りかた 


•牛薄切り肉 
• じゃびいち 
•たまねぎ •• 
• にんじん •• 
• カレー ルウ 
•水 . 


. 30 Og 

•2 個（約3日0旨） 
•1 個（約200旨） 
半分(約10日呂） 

. lOOg 

. 已〇 0 ml 


① 牛肉は3〜 4 cm 幅に切る。じゃびいも、たまねざ、にんじんは、 
一□大に乱切りにする。カレールウは刻んでおく。 

② 深めの耐熱容器に牛肉、たまねざ、にんじん、水を入れ、落としぶ 
たをして更にふたをする。 

•材料は水に完全につかるように平らに入れる。 

③ [強]で約] 0分加熱する。 

④ じゃびいもを加えて、再び落としぶたをして[中]で約20分加 
熱する。 

©アクを取り、カレールウを加えてよく混ぜてとかす。 

⑥ふたをして[弱]で3日分加熱する。 


牛薄切り肉- 
じゃびいち )•. 
たまねぎ •••• 
水…… 
砂糖…. 
しょうゆ 
酒••… 
み〇ん • • 


、® 


. 20 Og 

•••3値](約4己〇呂） 

• • • • •] 個 （2 日〇呂） 
2カップ (400 ml ) 

. 大さじ4 

. 大さじ曰 

. 大さじ1.曰 

. 大さじ1.己 


① 牛肉は3〜 4 cm 幅に切る。じゃびいもは4つ切り、たまねざは 
6つ切りにする。 

② 深めの耐熱容器に①と@を入れ、落としぶたをしてさらにふ 
たする。 

• 材料は水に完全につかるよラに平らに入れる。 

③ [強]で約]日分、[刊で約]已分加熱する。全体を軽くかき混ぜ 
てから[弱]で30分加熱する。 

※じやびいもは加熱しすぎると崩れてしまう場合びあります。 

[中]での加熱び終わった段階で竹串を刺して軽く手応えび残る 
くらいび加熱の目安です。 
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お手入れ 


使用後はその都度きれいにしてくださし、。 



こんなとさは 


イ度理-サービスをお申しつけになる前に 
下記の点をお調べください。 



アフターサービス 




^ 、あ ilh しい -> 

•電源プラグを抜さ、製品び;令めてからお手入れをして < ださい。 

♦ご使用になった後は、早目にお手入れをしてください。 

♦台所用中性洗剤(外、弱アルカ U 性•弱酸性の洗剤やスプレー式洗剤は使用しないでく 
ださい。 

♦ 金属タワシ • みびき粉‘シンナー-ベンジン‘アルコール’オーブンク U —ナー•クレンヴー、 
その他住宅•家具用合成洗剤は使用しないでください。傷、変形、変色の原因になります。 
• 市販の電子レンジ清掃剤（中性）をお使いになるときは、必ず説明書で指定された加熱 
時間をお守りください。加熱し過ざると発煙や故障のおそれびあります。 


G ドア-本体外側 



巧 

V 豫 
d 



製品の丸洗い • 
水洗いは絶対に 
しないで<ださい。 

1 


い 

◎. 

伊 

^ ^_ 



M 


: J 日 


IS 

1/ 


m 


\ 



よく絞ったふさんでふいてください。 

巧れび取れにくい場合は、薄めた台所用中性洗 
剤を使いかたく絞ったふさんでんてくださし、 
吸気□•排気□についたほこりなどは乾いた布 
で定期的に取り除いてください。換気出来ずに 
故障する恐れびあります。 


よく絞ったふさんでふいてください。 

庫内底面の巧れはシミになるため丸皿と 
回転□-ラー対まずして拭き取ってください。 
汚れび取れにくい場合は、薄めた台所用中 
性洗剤を使いかたく絞ったさんでふいて 
<ださい。 


G 丸 


皿 



スポンジで洗い、水分を拭き取ってください。 


周波数-転居について 


転居されるときは、お買い上げの販売店にご相談ください。 

周波数び異なる地域に転居される場合は、そのままご利用になれません。 

転居前と電源周波数び異なる場合には、部品の取り換えび必要です。販売店または、「お客 
様サービス係」までお問合せください。 

•取り換えび必要な部品 • 高圧コンデンサー • 高圧トランス • タイマー 

•取り換えにともなう費用-保証期間内はち記の通り （ 14ページ)です。 


部品代 

取り換えエ料（および出張料） 

無料 

費用については販売店または、 
「お客様サービス係」にご相談 
ください。 


保証期間外の費用については販売店にご相談ください。 



50 Hz . 60 Hz 
混在地区 


こんなとさは？ 

調べるところ 

処 置 

加熱中にフアンの 
「ブーン」音び大 
きくなったり小さ 
くなったりする。 
カチッ"と音びする。 

故障ではありません。 

加熱をコント□ールしているため 
です。 

そのままお使いください。 

動作しない。 

♦電源プラグはコンセントに確実 
に差し込まれていますか？ 

♦ ドアはさちんと閉まっていますか？ 

♦電源プラグをコンセントへ差し 
込んでください。 

♦ ドアをさちんと閉めて < ださい。 

加熱中、ドアの下部 
に水滴び付いたり 
落ちたりする。 

食品から出た水分び水蒸気となり 
ドアに付着したをのです。 

ふさんでおさ取ってください。 

乂花び出る。 

•金-銀模様のある容器を使用し 
ていませんか？ 

♦庫内壁面に金属（アルミホイル） 
び触れていませんか？ 

♦食品カスなどび付着していませ 
んか？ 

•金-銀模様のある容器を使用 
しないで < ださい。 

•庫内壁面に金属（アルミホイル） 

び触れないようにしてください。 
♦付着している食品カスなどを 
拭さ取ってください。 

加熱中に電源びす 
ぐ切れる。 

(ブ レーカーび 切れる） 

電気の容量を超えていませんか？ 

他に使用している電化製品の使 
用を中止してください。 

販売店にご相談ください。 

丸皿び回転しない。 

♦丸皿、回転□ーラーは正しくセ 
ツトされていますか？ 

•食器や容器び庫内壁面に触れて 
いませんか？ 

参丸皿、回転 □ —ラーを正しく 
セツトして<ださい。 

♦食器や容器び庫内壁面に触れ 
ないようにしてください。 

丸皿び左ちに回転 
する 0 

故障ではありません。 

調理開始のタイミングにより、ち 
または左に回転します。 

そのままお使いください。 

食品び温まらない。 

食品び金属容器やアル S ホイルな 
どでおおわれていませんか？ 

食品を金属容器やアルミホイル 
でおおわないで < ださい。 


女長年ご使用の電子レンジの点検を！ 

ご使用の際 
このようなことは 
ありませんか。 

♦ 調理を開始してを食品び加熱されない。 

♦ 電源プラグや電源コードび異常に熱くなる。 
♦電源コードに傷び付いていたり、電源 
コードを動かすと通電したりしなかった 
りする。♦異常な臭いや音びする。♦自 
動的に切れないことびある。•ドアに著し 
いガタや変形びある。♦本体にさわると電 
気を感じる。♦その他の異常•故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
コンセントから電源 
プラグをはずし、必 
ず販売店にご連絡< 
ださい。点検-修理 
に要する費用などは 
販売店にご相談くだ 
さい。 


愛情点検 


の 


1•保証書 

•別紙に添付しています。 

•保証書は「お買い上げ曰と販売店名」の記 
入をお確かめのラえ、販売店からお受け取り 
ください。 

♦保証書をよくお読みになり大切に保管してください。 

2. 保証期間 

お買い上げ曰から]年間です。 

なお、保証期間中でち有料修理になることび 

ありますので、保証書をよくお読みください。 

3. 修理を依頼されるとき 

取扱説明書の内容をお確かめいただき、なお異常びあ 

るとさには電源プラグを抜いてからお買い上げの販売 

店または「お客様サービス係」に修理をご相談ください。 

♦保証期間中の修理 
保証書の規定により無料修理します。 

商品に保証書を添えてお買い上げの販売店ま 
たは「お客様サービス係」までお申し出ください。 

♦ 保証期間びずざている修理 
修理により使用できる製品は、お客様のご要 
望により有料修理させていたださます。お 
買い上げの販売店または「お客様ヴービス係」 
にご相談ください。 


4.補修用性能部品の最低保有期間 

• この電子レンジの補修用性能部品の保有期間 
は製造巧切り後8年です。 

♦ 性能部品とはその商品の機能を維持するため 
【し必要な部品です。 

曰.アフターヴービスについてご不明の場合 

お買い上げの販売店または r お客様サービス係」 
にお問い合わせください。 


〈修理料金のしくみ〉 

修理斜金は、技術料 • 部品代などで構成されています。 


技術料 

故障した商品の修理および部品交換 
などの作業にかかる料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 


〈疹理部品について〉 

修理部品は、部品共通化のため、一部予告なしに 
仕様や外観色を変更することびあります。 


UJ イツトドエ業株式を社お客様ヴ-ビス係 
函(フリーダイヤル）0120 -337-4 己曰 
FAX (02 己 6) 93-1077 

お電話承り時間:平日(月曜〜金曜)午前9時〜午後5時 
干 959-0292 新漏県燕市吉田西太田2日 84-2 


お客様ご自身の修理は大変危険でず。分解したり手を加えたりしないでくださし、。 



型 名 

DR -42] 已 / DR - D 2] 已 

定格電圧 

100 V 

定格周波数 

已 OHz または 60 Hz 専用 

定格消費電力(約） 

1 100 W 

定格高周波出力 

強:7日 0 W 〜解凍:2日日 W 相当 

発振周波数 

2450 MHz 

外形寸法(約） 

幅4己巳 X 奥行33日 X 高さ26日 mm 

製品質量(約） 

10.5 kg 

加熱室有効寸法(約） 

幅30日 X 奥行28 Ox 高さ17己 mm 


細(夕-夕-ブル)(約） 

直径 245 mm 

タイマー(約） 

3日分 

区分 名 

A (単機能レンジ） 

電子レンジ機能の 
年間消費電力量 

6日.日 kWh / 年 

年間待機時 
消費電力量 

日.日 kWh / 年 

エネルギー消費効率 
(年間消費電力量） 

eO . OkWh / 年 


※区分名は省エネ法に基づさ、機能、加熱ち式、および庫内容積の違いで分けています。 

♦年間消費電力量 （ kWh /年）は省エネ法•特定機器「電子レンジ」新測定法による数値です。 
•実際にお使いになるとさの年間消費電力量は周囲環境、使用回数、使用時間、食品の量によって変化します。 
この製品は、曰本国内用に設計-販売しています。電源電圧や周波数の異なる国では使用でさません。 
海外での修理や部品販売などのアフターサービスち対象外となります。 


特定の化学物質の含有について 


Pb ， Hg ， Cd ， C 「 (VI )， 

PBB’PBDE 


•この製品は J - Moss(JIS C 日9已日電気•電子機器の特定の化学物質の含有表示 
方法）に基づく含有マークを表示しております。 

•特定の化学物質（鉛、水銀、カドミウム、六価ク□ム、 P 目目、 P 目 DE ) の含有についての 
情報を公開しています。詳細は、 Web サイトをご覧ください。 

http :// www . twinbircl . jp / jnnoss / 
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